
明
治

年
２
月
５
日
に
幡
豆
郡
横
須

　
明
治
　
年
２
月
５
日
に
幡
豆
郡
横
須
賀賀

３１３１

町
（
現
吉
良
町
上
横
須
賀
）
の
裕
福
な

町
（
現
吉
良
町
上
横
須
賀
）
の
裕
福
な
商商

家
「
辰
巳
屋
」
の
三
男
と
し
て
誕
生
。

家
「
辰
巳
屋
」
の
三
男
と
し
て
誕
生
。
当当

時
、
自
宅
に
横
須
賀
郵
便
局
が
開
設
さ
れ

時
、
自
宅
に
横
須
賀
郵
便
局
が
開
設
さ
れ
、、

父
嘉
三
郎
が
局
長
を
務
め
て
い
た
。
横

父
嘉
三
郎
が
局
長
を
務
め
て
い
た
。
横
須須

賀
尋
常
小
学
校
、
県
立
第
二
中
学
校
（

賀
尋
常
小
学
校
、
県
立
第
二
中
学
校
（
現現

岡
崎
高
校
）
を
卒
業
し
、
早
稲
田
大
学

岡
崎
高
校
）
を
卒
業
し
、
早
稲
田
大
学
高高

等
予
科
に
進
学
。
雄
弁
会
に
所
属
し
「

等
予
科
に
進
学
。
雄
弁
会
に
所
属
し
「
早早

稲
田
騒
動
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て

稲
田
騒
動
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活活

躍
す
る
一
方
、
在
学
中
か
ら
社
会
主
義

躍
す
る
一
方
、
在
学
中
か
ら
社
会
主
義
者者

の
堺
利
彦
、
山
川
均
ら
の
「
売
文
社
」

の
堺
利
彦
、
山
川
均
ら
の
「
売
文
社
」
にに

入
社
し
た
。

歳
の
時
、
郵
便
局
長
を

入
社
し
た
。
　
歳
の
時
、
郵
便
局
長
を
継継

2020

い
だ
長
兄
の
自
殺
に
よ
り
、
実
家
が
没
落

い
だ
長
兄
の
自
殺
に
よ
り
、
実
家
が
没
落
。。

月
謝
滞
納
な
ど
で
大
学
を
除
籍
と
な
っ
た

月
謝
滞
納
な
ど
で
大
学
を
除
籍
と
な
っ
た
。。

大
正

年
、
新
聞
の
懸
賞
小
説
で
第

　
大
正
　
年
、
新
聞
の
懸
賞
小
説
で
第
二二

１２１２

等
に
入
選
し
、
本
格
的
な
作
家
活
動
を

等
に
入
選
し
、
本
格
的
な
作
家
活
動
を
開開

始
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
作
家
の

始
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
作
家
の
宇宇

野
千
代
と
結
婚
し
、
東
京
府
荏
原
郡
馬

野
千
代
と
結
婚
し
、
東
京
府
荏
原
郡
馬
込込

村
（
現
大
田
区
馬
込
）
に
転
居
。
仲
間

村
（
現
大
田
区
馬
込
）
に
転
居
。
仲
間
のの

作
家
た
ち
を
呼
び
寄
せ
、
後
に
「
馬
込

作
家
た
ち
を
呼
び
寄
せ
、
後
に
「
馬
込
文文

士
村
」
と
呼
ば
れ
た

士
村
」
と
呼
ば
れ
た
。。

昭
和
８
年
、
都
新
聞
で
『
人
生
劇

　
昭
和
８
年
、
都
新
聞
で
『
人
生
劇
場場

（
青
春
篇
）
』
を
連
載
、
川
端
康
成
か

（
青
春
篇
）
』
を
連
載
、
川
端
康
成
か
らら

絶
賛
さ
れ
、

歳
で
一
躍
ベ
ス
ト
セ
ラ

絶
賛
さ
れ
、
　
歳
で
一
躍
ベ
ス
ト
セ
ラ
ーー

３７３７

作
家
と
な
る
。
『
人
生
劇
場
』
は
全
８
編

作
家
と
な
る
。
『
人
生
劇
場
』
は
全
８
編
、、

年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
つ
づ
ら
れ
た

　
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
つ
づ
ら
れ
た
士士

２６２６郎
の
自
伝
的
長
編
小
説
で
、
映
画
や
舞
台

郎
の
自
伝
的
長
編
小
説
で
、
映
画
や
舞
台
、、

芝
居
な
ど
で
も
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
た

芝
居
な
ど
で
も
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
た
。。

ま
た
、
歴
史
小
説
や
故
郷
吉
良
を
題
材

ま
た
、
歴
史
小
説
や
故
郷
吉
良
を
題
材
とと

し
た
作
品
な
ど
数
多
く
の
著
作
を
残
し
た

し
た
作
品
な
ど
数
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。。

昭
和

年
、

年
ぶ
り
に
横
須
賀
村

　
昭
和
　
年
、
　
年
ぶ
り
に
横
須
賀
村
にに

２２２２

３０３０

帰
郷
し
、
村
民
の
大
歓
迎
を
受
け
感
激

帰
郷
し
、
村
民
の
大
歓
迎
を
受
け
感
激
すす

る
。
地
元
名
士
や
同
級
生
ら
が
士
郎
の

る
。
地
元
名
士
や
同
級
生
ら
が
士
郎
の
後後

援
会
「
瓢
山
会
」
を
組
織
し
、
以
後
度

援
会
「
瓢
山
会
」
を
組
織
し
、
以
後
度
々々

吉
良
を
訪
れ
る

吉
良
を
訪
れ
る
。。

飾
ら
な
い
率
直
な
人
柄
で
幅
広
い
交

　
飾
ら
な
い
率
直
な
人
柄
で
幅
広
い
交
友友

関
係
を
持
ち
、
酒
と
相
撲
を
愛
し
た
士

関
係
を
持
ち
、
酒
と
相
撲
を
愛
し
た
士
郎郎

で
あ
っ
た
が
、
再
発
し
た
腸
が
ん
に
よ

で
あ
っ
た
が
、
再
発
し
た
腸
が
ん
に
よ
っっ

て
、
昭
和

年
２
月
に

年
の
生
涯
を

て
、
昭
和
　
年
２
月
に
　
年
の
生
涯
を
終終

３９３９

６６６６

え
た
え
た
。。

広広報報平平成成２２５５年年８８月月１１日日号号 ４４

　
平
成
　
年
２
月
　
日
、
吉
良
町
出
身
の
小
説
家
・
尾
﨑
士
郎
が
亡
く
な
っ
て

２６

１９

　
年
が
経
過
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
市
で
は
尾
﨑
士
郎
没
　
周
年
記
念
事
業

５０

５０

実
行
委
員
会
と
協
働
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
尾
﨑
士
郎
の
　
年
の
人
生
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
尾
﨑
士
郎

６６

に
ち
な
ん
だ
記
念
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

生
誕
～
学
生
時
代

作
家
活
動
開
始

『
人
生
劇
場
』
の
大
ヒ
ッ
ト

　
年
ぶ
り
の
帰
郷

３０

尾
﨑
士

尾
﨑
士
郎郎

小
説
小
説
家家

O
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A
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I
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I
R

O
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A
K
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H
I
R
OO



５５ 平平成成２２５５年年８８月月１１日日号号広広報報


